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《沖縄子どもの未来県民会議の取り組み》

子ども未来政策課   電話：098-866-2100　 FAX:098-869-5146問い合わせ 

　沖縄の子どもの貧困解消のため、県民の皆様や企業の方々からのご寄付からなる“沖縄子どもの未来基
金”を活用し、様々な取組を行っています。

　沖縄子どもの未来県民会議では、沖縄の子どもたちの明るい未来を支え
るため、寄付活動の一環として募金箱の設置にご協力いただける方を募集
しております。

　募金箱設置以外にも様々な支援方法があります。皆様のご協力をよろしくお願いします。

・子どもに寄り添う給付型奨学金
　養護施設等を退所する子どもたちに奨学金を給付
・子ども未来応援助成事業
　子どもの貧困解消に取り組む団体へ事業費を助成
・おきなわこども未来ランチサポート
　子どもの居場所などへ安定的に食料品を提供する仕組みづくり
・県外大学等進学サポート事業
　県外への受験や進学にかかる渡航費用を助成

沖縄子どもの未来県民会議HPはこちら →

設置例①損害保険ジャパン㈱ 実施イベント　 設置例②(有)スタプランニング店頭

①沖縄子どもの未来県民会議事務局(県子ども未来政策課内)へお問い合わせ
　TEL：098-866-2100　E-mail：aa031607@pref.okinawa.lg.jp
②事務局より募金箱設置申込書を送付
③必要事項を記入し事務局へ返送（返信用封筒をお付けします。）
④申込登録が済み次第、事務局より募金箱をお届け。（持参または郵送）

【募金箱設置の流れ】

１．沖縄子どもの未来県民会議とは

２．募金箱設置協力のお願い

３．その他の支援方法 ３．その他の支援方法 ３．その他の支援方法 

募金箱で沖縄の子どもたちを応援しませんか？
―沖縄子どもの未来県民会議では、募金箱の設置オーナーを募集しています―

HP

寄付をする、サポーターになる
寄付型自販機の設置
連携・協働する
SNSでの宣伝

HPからの申し込み

寄付型自動販売機普及協会HPより設置申請

県民会議ロゴマーク掲載商品の販売や、イベントでの募金箱設置など

HP、FB、Twitter記事のシェアやリツイート、いいね！��など

県内コンビニ、モノレール各駅等で無料配布しています。また、公共機関や
銀行、病院など多くの方々が利用する施設でもご覧いただけます。新規設
置施設も受付致しておりますので、関心のある方は広報課までご連絡くだ
さい。なお、全世帯向けの個別配布は致しかねます。ご了承ください。

146万 9,110人
※前月比272人の減少

63万3,886世帯
※前月比201の増加

本号の電子Book版とバックナンバーは
ホームページでご覧いただけます。

琉球王国時代から独自の文化を
築いてきた沖縄の伝統工芸は、
職人が丁寧に作り上げ、わたした
ちの生活に彩りを加えてくれま
す。これからの未来も、職人の技
術と美しい伝統工芸を残してい
きたいという想いで描きました。

今月の表紙

「沖縄の伝統工芸」
山里 美紀子

沖縄県庁広報課
公式LINE

総人口 世帯数

@okinawa-
government

沖縄県庁広報課
公式ツイッター

@okinawa_pref

募金箱で沖縄の子どもたちを応援しませんか？

県政フラッシュ
特集：
沖縄あんやたんかんやたん -総集編-
地域や職場の健康づくりを応援します！
～がんじゅうさびら表彰制度の紹介～

県の動き１
県の動き２
あの作品のロケ地へGO! 美ら島ロケ地めぐり［石垣市］
県の動き3（薬物乱用のない社会を！）
情報ひろば
県の動き4　
読者プレゼント・読者の声
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が
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。
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史
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縄
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沖縄県における米軍基地の問題沖縄県における米軍基地の問題

トークセッションの様子
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―沖縄子どもの未来県民会議では、募金箱の設置オーナーを募集しています――沖縄子どもの未来県民会議では、募金箱の設置オーナーを募集しています―

沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センターwith you おきなわ沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センターwith you おきなわ

美ら島沖縄 2023.4 2
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経
営
推
進
団
体
宣
言
証
」
の

交
付
式
を
開
催
し
、
読
谷
村
商

工
会
、
北
那
覇
法
人
会
、
那
覇

商
工
会
議
所
、
北
谷
町
商
工
会
、

沖
縄
商
工
会
議
所
へ
宣
言
証
を

交
付
し
ま
し
た
。

　
玉
城
知
事
は
、「『
健
康
に
働

け
る
』、『
健
康
長
寿
を
迎
え
る
』

こ
と
は
県
民
の
願
い
で
あ
り
、

企
業
に
と
り
ま
し
て
も
従
業
員

の
健
康
は
、
企
業
の
成
長
力
・

活
力
を
高
め
る
も
の
で
す
。
引

き
続
き
健
康
づ
く
り
の
取
組
を

充
実
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
本
県
の
健
康
増
進
及
び
産

業
振
興
の
取
組
へ
の
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。」
と
挨
拶
し
ま

し
た
。

沖縄県における米軍基地の問題沖縄県における米軍基地の問題

トークセッションの様子

※
健
康
経
営
は
、N
P
O
法
人
健
康
経
営

　
研
究
会
の
登
録
商
標
で
す
。

HP

―沖縄子どもの未来県民会議では、募金箱の設置オーナーを募集しています――沖縄子どもの未来県民会議では、募金箱の設置オーナーを募集しています―

沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センターwith you おきなわ沖縄県性暴力被害者ワンストップ支援センターwith you おきなわ
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沖
縄
県
に
は
、31
の
米
軍
専
用
施
設
が
あ
り
、そ
の
総

面
積
は
１
万
8
，4
8
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、本
県
の
総
面
積

の
約
８
％
、人
口
の
９
割
以
上
が
居
住
す
る
沖
縄
本
島

で
は
約
15
％
の
面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
規
模
は
東
京
23
区
の
う
ち
13
区
を
覆
う
も
の
で

あ
り
、ま
た
、山
手
線
内
側
３
つ
分
の
面
積
に
相
当
す
る

広
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
が
本
土
に
復
帰

し
た
1
9
7
2
年
当
時
、全
国
の
米
軍
専
用
施
設
面
積

に
占
め
る
沖
縄
県
の
割
合
は
約
5
8
．７
％
で
し
た
が
、

本
土
で
は
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
が
沖
縄
県
よ
り
も

進
ん
だ
結
果
、現
在
で
は
、国
土
面
積
の
約
0
．6
％
し

か
な
い
沖
縄
県
に
、全
国
の
米
軍
専
用
施
設
面
積
の
約

7
0
．3
％
が
集
中
し
て
い
ま
す
。（
２
０
２
１
年
３
月

31
日
現
在
）

　
ま
た
、陸
上
だ
け
で
は
な
く
、沖
縄
県
及
び
そ
の
周
辺

に
は
水
域
27
か
所
、

空
域
20
か
所
が
訓

練
区
域
と
し
て
米

軍
管
理
下
に
置
か

れ
、漁
業
や
航
空
経

路
へ
の
制
限
等
が

あ
り
ま
す
。

　（
水
域
は
２
０
２

１
年
３
月
31
日
現

在
、
空
域
は
２
０

１
７
年
３
月
31
日

現
在
）
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沖
縄
県
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
問
題

沖
縄
県
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
問
題

　
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
た
１
９
７
０
年
代
と

現
在
を
比
べ
る
と
、沖
縄
経
済
に
お
け
る
基
地

関
連
収
入
（
軍
用
地
料
、軍
雇
用
者
所
得
、米
軍

等
へ
の
財
・サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）の
割
合
は
大

幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
基
地
関
連
収
入
が
県
民
総
所
得
に
占
め
る
割

合
は
、復
帰
前
の
1
9
6
5
年
度
に
は
3
0
．

4
％
で
し
た
が
、復
帰
直
後
の
1
9
7
2
年
度

に
は
1
5
．5
％
、2
0
1
9
年
度
に
は
5
．

5
％
（
2
，7
1
2
億
円
）ま
で
大
幅
に
低
下
し

て
お
り
、基
地
関
連
収
入
が
県
経
済
へ
与
え
る

影
響
は
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
返
還
さ
れ
た
駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用

米
軍
基
地
と
沖
縄
の
経
済

に
伴
う
経
済
効
果
を
試
算
す
る
と
、那
覇
新
都

心
地
区
、小
禄
金
城
地
区
、桑
江
・北
前
地
区
の

３
地
区
合
計
で
は
返
還
後
の
跡
地
利
用
に
よ

り
、返
還
前
と
比
べ
て
直
接
経
済
効
果※

１
が

約
28
倍
、雇
用
者
数※

２
が
約
72
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
駐
留
軍
用

地
に
つ
い
て
も
、跡
地
利
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、約
18
倍
の
直
接
経
済
効
果
及
び
誘
発
雇
用

人
数※

３
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
県
が
２
０
１
５
年
度
に
設
置
し
た
ワ
シ
ン
ト

ン
駐
在
は
、現
地
に
お
け
る
情
報
収
集
、情
報
発

（出典）1965年度：沖縄県「県民所得統計報告書（1973年度）」　1972年度以降：沖縄県「県民経済計算」

沖縄県の米軍基地

沖縄県
70.3%

青森県 9.0%

神奈川県 5.6%
東京都 5.0%

広島県 1.3%
その他 2.0%

山口県 3.3%
長崎県 1.7%
北海道 1.6%

■米軍専用施設面積の割合

那覇新都心地区

小禄金城地区

桑江・北前地区

　　合　計

既返還
駐留軍用地跡地

52

34

3

89

返還前
直接経済効果（億円 /年）※1

基地跡地の飛躍的な発展は、かつての基地経済の効果を大きく上回るものとなっている。

雇用者数（人）※2
返還後 倍率 返還前 返還後 倍率
1,634

489

336

2,459

32 倍

14倍

108倍

28倍

168

159

0

327

15,560

4,636

3,368

23,564

93 倍

29倍

皆増

72倍

※1:直接経済効果：基盤整備を一定程度終えた後に徐々に発現する、生産・販売等の経済活動によって生じる直接的な効果
     （返還前＝地代収入、軍雇用者所得、米軍等への財・サービスの提供額、基地周辺整備費等、基地交付金）、
     （返還後＝卸・小売業、飲食業、サービス業、製造業の売上高、不動産（土地、住宅、事務所・店舗）賃貸額）  
     「駐留軍用地跡地利用に伴う経済波及効果等に関する検討調査（平成27年1月沖縄県公表）」に基づく）
※２：雇用者数：（返還前＝沖縄の米軍及び自衛隊基地（統計資料集）に基づく）、（返還後＝経済センサス活動調査（H24）に基づく）
※3：誘発雇用人数：誘発される生産を行うために必要となる理論上の雇用者数
     「駐留軍用地跡地利用に伴う経済波及効果等に関する検討調査（平成27年1月沖縄県公表）」に基づく

1,489

1965 1972 1980 1990 2000 2005 2010 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 年度

5,013

15,647

30.4

15.5

7.1
4.9 5.2 5.2 5.4 5.4 5.0 5.8 5.95.1 5.1 5.1 5.5

29,051

37,459
38,515 39,857

41,603
42,267

45,097
47,082

47,783
48,34349,130

38,687

沖
縄
に
は
ど
れ
だ
け
の

米
軍
基
地
が
あ
る
の
か

米
側
へ
の
働
き
か
け

日
米
地
位
協
定

信
を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で（
２
０

２
２
年
12
月
末
時
点
）延
べ
4
，5
2
2
名
の
連
邦

議
会
関
係
者
等
の
方
々
と
面
会
す
る
な
ど
し

て
、米
軍
基
地
周
辺
の
P
F
O
S
等
の
問
題
を

含
め
、知
事
の
考
え
や
、沖
縄
の
正
確
な
状
況
を

米
側
へ
伝
え
、沖
縄
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、沖
縄
の
基
地
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
は
、一
方
の
当
事
者
で
あ
る
米
国
政
府
に
対
し

て
も
、知
事
が
直
接
出
向
き
、訴
え
続
け
る
こ
と

も
重
要
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
11
月
の
米
国
中

間
選
挙
に
よ
り
新
議
員
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
や
、

い
わ
ゆ
る
安
保
関
連
３
文
書
や
２
プ
ラ
ス
２
共

同
発
表
で
示
さ
れ
た
沖
縄
を
巡
る
状
況
を
踏
ま

え
、去
る
３
月
に
知
事
が
訪
米
し
、米
国
政
府
関

係
者
や
連
邦
議
会
関
係
者
等
に
基
地
問
題
の
解

決
を
訴
え
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、様
々
な
取
組
を
通
じ
て
、米
国
側

の
理
解
と
協
力
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
米
地
位
協
定
は
、日
米
安
全
保
障
条
約
に
基

づ
き
在
日
米
軍
へ
の
施
設・区
域
の
提
供
や
米
軍

の
地
位
等
に
つ
い
て
定
め
た
国
会
承
認
条
約
で

す
。

　
同
協
定
は
、刑
事
裁
判
権
、米
軍
の
管
理
権
と

し
て
の
基
地
使
用
の
あ
り
方
、コ
ロ
ナ
対
策
、環

境
汚
染
な
ど
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、1
9
6
0
年
に
締
結
さ
れ
て
以
降
、一

度
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、日
米
地
位
協
定
の
問
題
点
を
更
に
明

確
化
し
、同
協
定
の
見
直
し
に
対
す
る
理
解
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、他
国
地
位
協
定
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
４

か
国
で
は
、航
空
法
な
ど
自
国
の
法
律
や
規
則
を

米
軍
に
も
適
用
さ
せ
、米
軍
の
活
動
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
お
り
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

地位協定に関する日本とヨーロッパ各国の比較
国内法

原則不適用日本

ドイツ

イタリア

ベルギー

イギリス

原則適用

原則適用

原則適用

原則適用

立入り権
明記無し

立入り権明記
立入りパス支給

ドイツ側の
承認が必要

ドイツ側が現場を
規制、調査に
主体的に関与

イタリア検察が
証拠品を押収

（未確認）

イタリア側の
承認が必要

自国軍よりも
厳しく規制

英側による飛行
禁止措置等明記

英国警察が現場を
規制、捜索

基地はイタリア
司令部の下
伊司令官常駐

地方自治体の
立入り権確保

基地占有権は英国
英司令官常駐

航空特例法等に
より規制できず

捜索等を行う
権利を行使しない

管理権 訓練・演習 航空機事故

２
０
１
７
年
３
月
31
日
現
在

　
一
方
、日
本
で
は
、原
則
と
し
て
国
内
法
が
適

用
さ
れ
ず
、訓
練
や
演
習
を
規
制
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
ほ
か
、米
軍
機
事
故
の
際
の
主
体
的
な
捜

索
、基
地
内
へ
の
立
入
り
権
の
確
保
等
が
実
現
し

て
い
な
い
な
ど
、他
国
の
状
況
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。　

　
県
は
、こ
の
調
査
の
結
果
を
全
国
知
事
会
や
渉

外
知
事
会
と
共
有
す
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ
、全
国

知
事
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
二
度
、「
米
軍
基
地
負

担
に
関
す
る
提
言
」を
全
会
一
致
で
決
議
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、P
F
O
S
等
に
よ
る
水
道
水
源
等
汚
染

に
つ
い
て
、汚
染
源
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
米
軍

基
地
へ
の
立
入
調
査
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、基
地
の
管
理
権
を
規
定
す
る
日
米
地

位
協
定
が
も
た
ら
す
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
の
実
現
に
向
け
て
、全

国
知
事
会
や
渉
外
知
事
会
等
と
連
携
す
る
と
と

も
に
、様
々
な
機
会
を
捉
え
て
全
国
に
情
報
発
信

を
行
う
な
ど
、取
組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美ら島沖縄 2023.4 4
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沖
縄
県
に
は
、31
の
米
軍
専
用
施
設
が
あ
り
、そ
の
総

面
積
は
１
万
8
，4
8
3
ヘ
ク
タ
ー
ル
、本
県
の
総
面
積

の
約
８
％
、人
口
の
９
割
以
上
が
居
住
す
る
沖
縄
本
島

で
は
約
15
％
の
面
積
を
占
め
て
い
ま
す
。

　
そ
の
規
模
は
東
京
23
区
の
う
ち
13
区
を
覆
う
も
の
で

あ
り
、ま
た
、山
手
線
内
側
３
つ
分
の
面
積
に
相
当
す
る

広
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。沖
縄
が
本
土
に
復
帰

し
た
1
9
7
2
年
当
時
、全
国
の
米
軍
専
用
施
設
面
積

に
占
め
る
沖
縄
県
の
割
合
は
約
5
8
．７
％
で
し
た
が
、

本
土
で
は
米
軍
基
地
の
整
理
・
縮
小
が
沖
縄
県
よ
り
も

進
ん
だ
結
果
、現
在
で
は
、国
土
面
積
の
約
0
．6
％
し

か
な
い
沖
縄
県
に
、全
国
の
米
軍
専
用
施
設
面
積
の
約

7
0
．3
％
が
集
中
し
て
い
ま
す
。（
２
０
２
１
年
３
月

31
日
現
在
）

　
ま
た
、陸
上
だ
け
で
は
な
く
、沖
縄
県
及
び
そ
の
周
辺

に
は
水
域
27
か
所
、

空
域
20
か
所
が
訓

練
区
域
と
し
て
米

軍
管
理
下
に
置
か

れ
、漁
業
や
航
空
経

路
へ
の
制
限
等
が

あ
り
ま
す
。

　（
水
域
は
２
０
２

１
年
３
月
31
日
現

在
、
空
域
は
２
０

１
７
年
３
月
31
日

現
在
）
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沖
縄
県
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
問
題

沖
縄
県
に
お
け
る
米
軍
基
地
の
問
題

　
沖
縄
が
日
本
に
復
帰
し
た
１
９
７
０
年
代
と

現
在
を
比
べ
る
と
、沖
縄
経
済
に
お
け
る
基
地

関
連
収
入
（
軍
用
地
料
、軍
雇
用
者
所
得
、米
軍

等
へ
の
財
・サ
ー
ビ
ス
の
提
供
）の
割
合
は
大

幅
に
低
下
し
て
い
ま
す
。

　
基
地
関
連
収
入
が
県
民
総
所
得
に
占
め
る
割

合
は
、復
帰
前
の
1
9
6
5
年
度
に
は
3
0
．

4
％
で
し
た
が
、復
帰
直
後
の
1
9
7
2
年
度

に
は
1
5
．5
％
、2
0
1
9
年
度
に
は
5
．

5
％
（
2
，7
1
2
億
円
）ま
で
大
幅
に
低
下
し

て
お
り
、基
地
関
連
収
入
が
県
経
済
へ
与
え
る

影
響
は
限
定
的
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
既
に
返
還
さ
れ
た
駐
留
軍
用
地
の
跡
地
利
用

米
軍
基
地
と
沖
縄
の
経
済

に
伴
う
経
済
効
果
を
試
算
す
る
と
、那
覇
新
都

心
地
区
、小
禄
金
城
地
区
、桑
江
・北
前
地
区
の

３
地
区
合
計
で
は
返
還
後
の
跡
地
利
用
に
よ

り
、返
還
前
と
比
べ
て
直
接
経
済
効
果※

１
が

約
28
倍
、雇
用
者
数※

２
が
約
72
倍
と
な
っ
て

い
ま
す
。

　
今
後
返
還
が
予
定
さ
れ
て
い
る
駐
留
軍
用

地
に
つ
い
て
も
、跡
地
利
用
を
推
進
す
る
こ
と

で
、約
18
倍
の
直
接
経
済
効
果
及
び
誘
発
雇
用

人
数※

３
が
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
県
が
２
０
１
５
年
度
に
設
置
し
た
ワ
シ
ン
ト

ン
駐
在
は
、現
地
に
お
け
る
情
報
収
集
、情
報
発

（出典）1965年度：沖縄県「県民所得統計報告書（1973年度）」　1972年度以降：沖縄県「県民経済計算」

沖縄県の米軍基地

沖縄県
70.3%

青森県 9.0%

神奈川県 5.6%
東京都 5.0%

広島県 1.3%
その他 2.0%

山口県 3.3%
長崎県 1.7%
北海道 1.6%

■米軍専用施設面積の割合

那覇新都心地区

小禄金城地区

桑江・北前地区

　　合　計

既返還
駐留軍用地跡地

52

34

3

89

返還前
直接経済効果（億円 /年）※1

基地跡地の飛躍的な発展は、かつての基地経済の効果を大きく上回るものとなっている。

雇用者数（人）※2
返還後 倍率 返還前 返還後 倍率
1,634

489

336

2,459

32 倍

14倍

108倍

28倍

168

159

0

327

15,560

4,636

3,368

23,564

93 倍

29倍

皆増

72倍

※1:直接経済効果：基盤整備を一定程度終えた後に徐々に発現する、生産・販売等の経済活動によって生じる直接的な効果
     （返還前＝地代収入、軍雇用者所得、米軍等への財・サービスの提供額、基地周辺整備費等、基地交付金）、
     （返還後＝卸・小売業、飲食業、サービス業、製造業の売上高、不動産（土地、住宅、事務所・店舗）賃貸額）  
     「駐留軍用地跡地利用に伴う経済波及効果等に関する検討調査（平成27年1月沖縄県公表）」に基づく）
※２：雇用者数：（返還前＝沖縄の米軍及び自衛隊基地（統計資料集）に基づく）、（返還後＝経済センサス活動調査（H24）に基づく）
※3：誘発雇用人数：誘発される生産を行うために必要となる理論上の雇用者数
     「駐留軍用地跡地利用に伴う経済波及効果等に関する検討調査（平成27年1月沖縄県公表）」に基づく

1,489

1965 1972 1980 1990 2000 2005 2010 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 年度

5,013

15,647

30.4

15.5

7.1
4.9 5.2 5.2 5.4 5.4 5.0 5.8 5.95.1 5.1 5.1 5.5

29,051

37,459
38,515 39,857

41,603
42,267

45,097
47,082

47,783
48,34349,130

38,687

沖
縄
に
は
ど
れ
だ
け
の

米
軍
基
地
が
あ
る
の
か

米
側
へ
の
働
き
か
け

日
米
地
位
協
定

信
を
精
力
的
に
行
っ
て
お
り
、こ
れ
ま
で（
２
０

２
２
年
12
月
末
時
点
）延
べ
4
，5
2
2
名
の
連
邦

議
会
関
係
者
等
の
方
々
と
面
会
す
る
な
ど
し

て
、米
軍
基
地
周
辺
の
P
F
O
S
等
の
問
題
を

含
め
、知
事
の
考
え
や
、沖
縄
の
正
確
な
状
況
を

米
側
へ
伝
え
、沖
縄
の
課
題
解
決
に
向
け
て
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

　
ま
た
、沖
縄
の
基
地
問
題
の
解
決
を
図
る
た
め

に
は
、一
方
の
当
事
者
で
あ
る
米
国
政
府
に
対
し

て
も
、知
事
が
直
接
出
向
き
、訴
え
続
け
る
こ
と

も
重
要
で
す
。こ
の
た
め
、昨
年
11
月
の
米
国
中

間
選
挙
に
よ
り
新
議
員
が
選
出
さ
れ
た
こ
と
や
、

い
わ
ゆ
る
安
保
関
連
３
文
書
や
２
プ
ラ
ス
２
共

同
発
表
で
示
さ
れ
た
沖
縄
を
巡
る
状
況
を
踏
ま

え
、去
る
３
月
に
知
事
が
訪
米
し
、米
国
政
府
関

係
者
や
連
邦
議
会
関
係
者
等
に
基
地
問
題
の
解

決
を
訴
え
ま
し
た
。

　
引
き
続
き
、様
々
な
取
組
を
通
じ
て
、米
国
側

の
理
解
と
協
力
を
促
し
て
い
き
ま
す
。

　
日
米
地
位
協
定
は
、日
米
安
全
保
障
条
約
に
基

づ
き
在
日
米
軍
へ
の
施
設・区
域
の
提
供
や
米
軍

の
地
位
等
に
つ
い
て
定
め
た
国
会
承
認
条
約
で

す
。

　
同
協
定
は
、刑
事
裁
判
権
、米
軍
の
管
理
権
と

し
て
の
基
地
使
用
の
あ
り
方
、コ
ロ
ナ
対
策
、環

境
汚
染
な
ど
様
々
な
問
題
点
が
指
摘
さ
れ
て
い

ま
す
が
、1
9
6
0
年
に
締
結
さ
れ
て
以
降
、一

度
も
改
定
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
県
で
は
、日
米
地
位
協
定
の
問
題
点
を
更
に
明

確
化
し
、同
協
定
の
見
直
し
に
対
す
る
理
解
を
広

げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、他
国
地
位
協
定
調
査

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
県
が
実
施
し
た
調
査
に
よ
り
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
４

か
国
で
は
、航
空
法
な
ど
自
国
の
法
律
や
規
則
を

米
軍
に
も
適
用
さ
せ
、米
軍
の
活
動
を
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
し
て
お
り
、オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
や
フ
ィ
リ

ピ
ン
で
も
同
様
の
状
況
で
あ
る
こ
と
が
分
か
り

ま
し
た
。

地位協定に関する日本とヨーロッパ各国の比較
国内法

原則不適用日本

ドイツ

イタリア

ベルギー

イギリス

原則適用

原則適用

原則適用

原則適用

立入り権
明記無し

立入り権明記
立入りパス支給

ドイツ側の
承認が必要

ドイツ側が現場を
規制、調査に
主体的に関与

イタリア検察が
証拠品を押収

（未確認）

イタリア側の
承認が必要

自国軍よりも
厳しく規制

英側による飛行
禁止措置等明記

英国警察が現場を
規制、捜索

基地はイタリア
司令部の下
伊司令官常駐

地方自治体の
立入り権確保

基地占有権は英国
英司令官常駐

航空特例法等に
より規制できず

捜索等を行う
権利を行使しない

管理権 訓練・演習 航空機事故

２
０
１
７
年
３
月
31
日
現
在

　
一
方
、日
本
で
は
、原
則
と
し
て
国
内
法
が
適

用
さ
れ
ず
、訓
練
や
演
習
を
規
制
で
き
な
い
状
況

に
あ
る
ほ
か
、米
軍
機
事
故
の
際
の
主
体
的
な
捜

索
、基
地
内
へ
の
立
入
り
権
の
確
保
等
が
実
現
し

て
い
な
い
な
ど
、他
国
の
状
況
と
は
大
き
な
違
い

が
あ
り
ま
す
。　

　
県
は
、こ
の
調
査
の
結
果
を
全
国
知
事
会
や
渉

外
知
事
会
と
共
有
す
る
な
ど
し
た
と
こ
ろ
、全
国

知
事
会
で
は
こ
れ
ま
で
に
二
度
、「
米
軍
基
地
負

担
に
関
す
る
提
言
」を
全
会
一
致
で
決
議
し
て
お

り
ま
す
。

　
ま
た
、P
F
O
S
等
に
よ
る
水
道
水
源
等
汚
染

に
つ
い
て
、汚
染
源
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
米
軍

基
地
へ
の
立
入
調
査
が
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
に

つ
い
て
は
、基
地
の
管
理
権
を
規
定
す
る
日
米
地

位
協
定
が
も
た
ら
す
構
造
的
な
問
題
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、引
き
続
き
、日
米
地

位
協
定
の
抜
本
的
見
直
し
の
実
現
に
向
け
て
、全

国
知
事
会
や
渉
外
知
事
会
等
と
連
携
す
る
と
と

も
に
、様
々
な
機
会
を
捉
え
て
全
国
に
情
報
発
信

を
行
う
な
ど
、取
組
を
強
化
し
て
ま
い
り
ま
す
。

美ら島沖縄 2023.45
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1972年

1978年

1985年

2000年

2010年

2018年

2019
年

2002年

1996年

1992年

１
９
７
２
年
の

本
土
復
帰
か
ら
の
出
来
事
を

知
る
こ
と
で
、今
を
知
る

１
９
７
２
年
の

本
土
復
帰
か
ら
の
出
来
事
を

知
る
こ
と
で
、今
を
知
る

　本
誌
で
は
こ
れ
ま
で
10
回
に
渡
り
、
沖
縄
県

の
本
土
復
帰
50
年
を
振
り
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　1
9
7
2
年
の
沖
縄
返
還
協
定
の
発
効
に
よ

り
本
土
復
帰
し
た
沖
縄
は
、
1
9
7
8
年
に
は

交
通
方
法
も
本
土
と
同
じ
く「
人
は
右
、車
は
左
」

へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
入
る

と
、陶
芸
家
の
金
城
次
郎
氏
が
県
内
初
の
人
間
国

宝
に
認
定
さ
れ
、沖
縄
の
伝
統
工
芸
の
認
知
度
が

全
国
で
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
1
9
9
0
年

代
に
は
首
里
城
が
47
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
こ
と

で
、観
光
業
が
躍
進
し
、沖
縄
に
さ
ら
な
る
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　2
0
0
0
年
代
は
首
里
城
な
ど
の
世
界
遺
産

登
録
や
美
ら
海
水
族
館
の
開
館
、興
南
高
校
の
春

夏
甲
子
園
連
覇
な
ど
に
よ
り
国
内
外
で
沖
縄
の

存
在
感
が
一
気
に
増
し
ま
し
た
。

　近
年
で
は
首
里
城
の
火
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
な

ど
の
困
難
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、観
光
業
を

中
心
に
沖
縄
経
済
は
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
こ
の
連
載
で
は
、
復
帰
か
ら
の
50
年
を
５
年
毎
に

振
り
返
り
、
主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
最

終
回
の
今
号
で
は
、
復
帰
後
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
印
象
に
残
る
出
来

事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　乳業メーカー「宮平乳業」初となるコ
スメ開発の経緯は、牛乳の需要と供給の
バランスを安定させるためでした。牛は
暑さに弱いため、夏場は牛乳の生産量が
減りますが、反して売れ行きは良くなり
ます。一方冬は生産量が増えるものの、
売上は鈍化。酪農業界が安定して利益を
得られず、冬場に牛乳を廃棄する可能性

総集編

も出てきます。その解決策として、コス
メという新しい活用方法が生み出され
ました。サラリとした付け心地に加え
フーチバーやもずくなどの沖縄素材成
分をふんだんに使用し、リフレッシュ・
リラックス・リチャージをテーマにし
たシチュエーション毎の3種類の香り
が楽しめます。

宮平乳業のハンドクリーム「Chi-Chi（ちーちー）」

https://miyahiranyugyo.co.jp/
chi-chi/hand_cream/
取扱ショップなどは右記URLを
ご覧ください

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【お問い合わせ先】
☎098-994-2768

HP

協
力：沖
縄
県
立
芸
術
大
学
芸
術
文
化
研
究
所 

共
同
研
究
員 

仲
村
顕

県出身の歌手で県民栄誉賞の受賞歴
もある安室奈美恵氏が9月16日に引
退。前日に行われたライブには全国か
ら数万人のファンが駆けつけました。

1972年5月15日に27年ぶりに施政権がア
メリカから日本に返還され、本土復帰し、「沖
縄県」が復活しました。復帰の「新沖縄県発足
式典」は東京と沖縄の両会場で同時に行われ
ました。

陶芸家（壺屋焼）の金城次郎氏が、沖縄で初め
てとなる国の重要無形文化財（人間国宝）と
して認定されました。金城氏の作品は魚紋や
海老紋など伝統的な紋様が印象的です。

【1972～1982年】
復帰にともなう社会的イベントが
多く開催されました。

【1983～ 1992年】
復帰時と比較すると、外国人
観光客数は 10倍近くに増えました。

【1993～2002年】
米軍基地を取り巻く問題が
大きくクローズアップ
されました。

【2013～2022年】
クルーズ船など海路からの
入域観光客数が、
年100万人をこえました。

【
2
0
0
3
〜
2
0
1
2
年
】

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
沖
縄
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
、
沖
縄
ブ
ー
ム
が

お
こ
り
ま
し
た
。

沖縄県返還協定発効、沖縄県発足

金城次郎氏が県内で初めての
人間国宝認定沖縄の本土復帰20年の記念事業として

1984年から整備構想が始まり、1992年
に首里城公園の一部が完成。正殿や北殿、
南殿、番所などの主要な施設が復元され、
47年ぶりに壮麗な姿が蘇りました。

47 年ぶりに蘇った首里城

31年間続いた沖縄の交通方法「人は左、車は
右」から「人は右、車は左」へ変わり、7月30日
午前6時を期して県下一斉に実施。初日は各
地で交通事故や渋滞が相次ぎました。

730（ナナサンマル）交通方法の変更

1995年に起きた沖縄米
兵少女暴行事件を機に米
軍基地の整理や縮小につ
いて賛否が問われ、全国初
の県民投票が実施。賛成票
が過半数を超えました。

基地問題で
全国初の県民投票

沖縄を代表する9つの遺跡・
名勝が「琉球王国のグスク及
び関連遺産群」として県内
初、国内では11件目となる
世界遺産に登録されました。

県内で初の
世界遺産が誕生

国営沖縄記念公園内に沖縄美ら
海水族館がオープン。当時世界最
大級の水槽にジンベエザメやマ
ンタの複数飼育など、話題を集め
多くの来館者で賑わいました。

沖縄美ら海水族館
オープン

興南高校が、1998年の横浜高校以来、
史上6校目となる甲子園での春夏連覇
の快挙を達成。我喜屋優監督の「逆境
を友達に」という指導論も注目を集め
ました。

興南高校春夏連覇

安室奈美恵氏引退

提供：那覇市歴史博物館

提供：那覇市歴史博物館

提供：OCVB

提供：沖縄タイムス社

提供 : ばんない堂

提供：沖縄タイムス社

提供：時事通信社 沖縄県公文書館所蔵

10月31日未明に首里城で火災が発生し主要6棟が
全焼しました。火災直後から県内外そして海外から
多くの支援が寄せられ再建の輪が広がりました。

首里城が火災により焼失
提供：沖縄タイムス社

提供：沖縄タイムス社

1980年

2010年

2000年

1990年

復帰後の歴史を振り返ると、沖縄はさまざまな課
題をかかえながらも、解決・克服してきたように思
えます。これからの50年のために、我々も努力しな
ければいけませんね。
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1972年

1978年

1985年

2000年

2010年

2018年

2019
年

2002年

1996年

1992年

１
９
７
２
年
の

本
土
復
帰
か
ら
の
出
来
事
を

知
る
こ
と
で
、今
を
知
る

１
９
７
２
年
の

本
土
復
帰
か
ら
の
出
来
事
を

知
る
こ
と
で
、今
を
知
る

　本
誌
で
は
こ
れ
ま
で
10
回
に
渡
り
、
沖
縄
県

の
本
土
復
帰
50
年
を
振
り
返
っ
て
き
ま
し
た
。

　1
9
7
2
年
の
沖
縄
返
還
協
定
の
発
効
に
よ

り
本
土
復
帰
し
た
沖
縄
は
、
1
9
7
8
年
に
は

交
通
方
法
も
本
土
と
同
じ
く「
人
は
右
、車
は
左
」

へ
と
変
更
さ
れ
ま
し
た
。1
9
8
0
年
代
に
入
る

と
、陶
芸
家
の
金
城
次
郎
氏
が
県
内
初
の
人
間
国

宝
に
認
定
さ
れ
、沖
縄
の
伝
統
工
芸
の
認
知
度
が

全
国
で
高
ま
り
ま
し
た
。
さ
ら
に
1
9
9
0
年

代
に
は
首
里
城
が
47
年
ぶ
り
に
復
元
さ
れ
た
こ
と

で
、観
光
業
が
躍
進
し
、沖
縄
に
さ
ら
な
る
注
目
が

集
ま
り
ま
し
た
。

　2
0
0
0
年
代
は
首
里
城
な
ど
の
世
界
遺
産

登
録
や
美
ら
海
水
族
館
の
開
館
、興
南
高
校
の
春

夏
甲
子
園
連
覇
な
ど
に
よ
り
国
内
外
で
沖
縄
の

存
在
感
が
一
気
に
増
し
ま
し
た
。

　近
年
で
は
首
里
城
の
火
災
や
新
型
コ
ロ
ナ
な

ど
の
困
難
に
も
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、観
光
業
を

中
心
に
沖
縄
経
済
は
回
復
の
兆
し
を
見
せ
て
い

ま
す
。

　
2
0
2
2
年
５
月
15
日
で
沖
縄
が
本
土
復
帰
し
て
50
年
が
経
ち
ま

し
た
。
こ
れ
ま
で
こ
の
連
載
で
は
、
復
帰
か
ら
の
50
年
を
５
年
毎
に

振
り
返
り
、
主
な
ニ
ュ
ー
ス
や
出
来
事
を
紹
介
し
て
き
ま
し
た
。
最

終
回
の
今
号
で
は
、
復
帰
後
の
ニ
ュ
ー
ス
と
し
て
印
象
に
残
る
出
来

事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
ま
し
た
。

　乳業メーカー「宮平乳業」初となるコ
スメ開発の経緯は、牛乳の需要と供給の
バランスを安定させるためでした。牛は
暑さに弱いため、夏場は牛乳の生産量が
減りますが、反して売れ行きは良くなり
ます。一方冬は生産量が増えるものの、
売上は鈍化。酪農業界が安定して利益を
得られず、冬場に牛乳を廃棄する可能性

総集編

も出てきます。その解決策として、コス
メという新しい活用方法が生み出され
ました。サラリとした付け心地に加え
フーチバーやもずくなどの沖縄素材成
分をふんだんに使用し、リフレッシュ・
リラックス・リチャージをテーマにし
たシチュエーション毎の3種類の香り
が楽しめます。

宮平乳業のハンドクリーム「Chi-Chi（ちーちー）」

https://miyahiranyugyo.co.jp/
chi-chi/hand_cream/
取扱ショップなどは右記URLを
ご覧ください

島の未来を担う、次世代の「ものづく
り」

【お問い合わせ先】
☎098-994-2768

HP

協
力：沖
縄
県
立
芸
術
大
学
芸
術
文
化
研
究
所 

共
同
研
究
員 

仲
村
顕

県出身の歌手で県民栄誉賞の受賞歴
もある安室奈美恵氏が9月16日に引
退。前日に行われたライブには全国か
ら数万人のファンが駆けつけました。

1972年5月15日に27年ぶりに施政権がア
メリカから日本に返還され、本土復帰し、「沖
縄県」が復活しました。復帰の「新沖縄県発足
式典」は東京と沖縄の両会場で同時に行われ
ました。

陶芸家（壺屋焼）の金城次郎氏が、沖縄で初め
てとなる国の重要無形文化財（人間国宝）と
して認定されました。金城氏の作品は魚紋や
海老紋など伝統的な紋様が印象的です。

【1972～1982年】
復帰にともなう社会的イベントが
多く開催されました。

【1983～ 1992年】
復帰時と比較すると、外国人
観光客数は 10倍近くに増えました。

【1993～2002年】
米軍基地を取り巻く問題が
大きくクローズアップ
されました。

【2013～2022年】
クルーズ船など海路からの
入域観光客数が、
年100万人をこえました。

【
2
0
0
3
〜
2
0
1
2
年
】

さ
ま
ざ
ま
な
面
で
沖
縄
が

取
り
上
げ
ら
れ
る
、
沖
縄
ブ
ー
ム
が

お
こ
り
ま
し
た
。

沖縄県返還協定発効、沖縄県発足

金城次郎氏が県内で初めての
人間国宝認定沖縄の本土復帰20年の記念事業として

1984年から整備構想が始まり、1992年
に首里城公園の一部が完成。正殿や北殿、
南殿、番所などの主要な施設が復元され、
47年ぶりに壮麗な姿が蘇りました。

47 年ぶりに蘇った首里城

31年間続いた沖縄の交通方法「人は左、車は
右」から「人は右、車は左」へ変わり、7月30日
午前6時を期して県下一斉に実施。初日は各
地で交通事故や渋滞が相次ぎました。

730（ナナサンマル）交通方法の変更

1995年に起きた沖縄米
兵少女暴行事件を機に米
軍基地の整理や縮小につ
いて賛否が問われ、全国初
の県民投票が実施。賛成票
が過半数を超えました。

基地問題で
全国初の県民投票

沖縄を代表する9つの遺跡・
名勝が「琉球王国のグスク及
び関連遺産群」として県内
初、国内では11件目となる
世界遺産に登録されました。

県内で初の
世界遺産が誕生

国営沖縄記念公園内に沖縄美ら
海水族館がオープン。当時世界最
大級の水槽にジンベエザメやマ
ンタの複数飼育など、話題を集め
多くの来館者で賑わいました。

沖縄美ら海水族館
オープン

興南高校が、1998年の横浜高校以来、
史上6校目となる甲子園での春夏連覇
の快挙を達成。我喜屋優監督の「逆境
を友達に」という指導論も注目を集め
ました。

興南高校春夏連覇

安室奈美恵氏引退

提供：那覇市歴史博物館

提供：那覇市歴史博物館

提供：OCVB

提供：沖縄タイムス社

提供 : ばんない堂

提供：沖縄タイムス社

提供：時事通信社 沖縄県公文書館所蔵

10月31日未明に首里城で火災が発生し主要6棟が
全焼しました。火災直後から県内外そして海外から
多くの支援が寄せられ再建の輪が広がりました。

首里城が火災により焼失
提供：沖縄タイムス社

提供：沖縄タイムス社

1980年

2010年

2000年

1990年

復帰後の歴史を振り返ると、沖縄はさまざまな課
題をかかえながらも、解決・克服してきたように思
えます。これからの50年のために、我々も努力しな
ければいけませんね。
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